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Lはじめに
　1980年Wnchell1・2）らによt・て開発されたN－

Isopropyl－P－［i231】lodoamphetamine（以下IMP）

は，第1回循環で脳組織に高率に集積し，脳組織

からの洗い出しが比較的緩徐であることより，新

しい脳血流イメージ用製剤として注目されてい

る3）．またSingle　photon　emission　computed　to－

mography（以下SPECT）により断層イメージを得

ることが可能である．

　われわれは脳血管障害を中心に1MPによる脳

血流イメージの検討を行っているが，今回，内

頸動脈閉塞例に浅側頭動脈一中大脳動脈吻合術

（以下STA－MCA　anastomosis）を施した症例で，

術前，術後のIMPによる脳血流イメージで興味

ある所見が得られたので文献的考察を加えて報告

する．
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II．症　　例

　64歳，男

（主訴）　右手指振戦，右上下肢脱力

（既往歴）　1980年頃より高血圧

（現病歴）　1982年6月頃より左眼前暗黒感の発作

（約10分持続）が出現，1983年6．月まで約10回の

発作があ’・た．1983年6月右上肢の脱力発作が出

現．同7月右上下肢の脱力および右上肢の振戦が

出現．以後これらの症状は改善傾向にあったが，

精査，治療のため1984年1Jj当院脳神経外科に

入院した．

（入院時現症）血圧140～70mmHg．神経学的に

は，意識状態清明であり，右上下肢の脱力，深部

反射充進，右手指振戦がみられた．

（血液生化学検査）特記すべきものなし．

（x線CT）Fig．1に1984年1月18日のX線CT
像を示す．左大脳半球および基底核に多発性の低

吸収域を認めた．

（脳血管造影）左内頸動脈の完全閉塞があり，
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willis動脈輪を介する側副lhL行により左内頸動脈

領域が灌流されていた．

（IMP脳it流イメージ）IMPによる脳」阯流イメ

ー ジは，IMP　3　mG静注後30分より中エネルギ

ー 用コリメータを装着した検川器［lil転型ガンマカ

メラ島津製ZLC－75型により，1方向30秒，60方

liijよりデータを収・集し，シンチバッ72400にて

SPECT像を再構成した．

　X線CT（Fig．　Dと同日に施行した脳血流イメ

ー ジ（Fig．2a）では左前頭葉，頭頂葉，基底核に

わたる広範な脳血流低ド域がみられ，X線CTに

て認められた低吸収域より広い範囲の脳血流低ド

が示唆された．

　・本症例は1984年1　Jj　24日左STA－MCA　ana－

stomosisが施行された．

　Figure　2bは休ff麦糸勺1Zい月f麦，　1984｛｝三2JS　22日

のIMP脳1血流イメージである．術前にみられた

左前頭葉，頭頂葉および基底核の脳lf［L流低ド域の

局所脳lt［L流の改；1ξが明らかである．　Rた術後の血

管造影で吻合部の開存が確認された．

（臨床経過）患者は術後順調に経過し，自覚的に

は右・上ド肢の脱力，右ヒ肢振戦の改善がみられた．

川．考　　察

　脳血管障害をはじめとする種々の脳疾患におけ

るIMP脳1血流イメージの報告は既にいくつかみ

られる〉ト9）．とくに脳梗塞では，脳の器質的変化

をきたす前にIfiL流低ド域が描出され，　X線CTよ

り早期に梗塞の部位診断が可能である5・6）．IMP

脳血流イメージでの脳lflL流低ド域はX線CTで

の低吸収域より広い範囲にわたることがある5・6｝．

X線CTとIMP脳血流イメージは本質的に異な

る｛，のであり，X線CTは高解像力で詳細な解剖

学的情報を与えるのに対し，IMPイメージはlflL

流という生理学的情報を与えるt、　U）である．本症

例でも術前のIMP脳lflL流（メージはX線CTの

低吸収域より広い範囲の血L流低ド域を示しており，

術後のIMP脳血1流イメージでは梗塞部以外u　）　lflL

R

t

ノ
7
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　　　　a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b

Fig．1　X－ray　CT　6　cm（a）and　8　cm（b）above　the　OM　line．　Multiple　low　density

　　　areas　in　the　left　basal　ganglia，　and　in　the　］eft　frontal　and　pariental　lobes

　　　indicate　old　cerebral　in　fa　rction・Cortical　sulci　in　the　left　hemisphere　are

　　　slightly　widened．
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Fig．2　a　IMP　cerebral　blood　flow　image（SPECT）obtained　on　the　same　day　as　X－ray

　　　　　　　　（汀shown　in　Fig．1．　Area　of　d㏄reased　regional　cerebral　blood　fiow　which　is

　　　　　　　　larger　than　the　low　density　area　on　X－ray　CT　is　demonstrated．

　　　　　　b　Postoperative　IMP　cerebral　blood　flow　image．　Remarkable　improvement　of

　　　　　　　　regional　cerebral　blood　flow　in　the　left　hemisphere　is　demonstrated．
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流低下域での血流改善がみられた．われわれの調

べたかぎりでこのような改善例の報告はない．本

症例のごとく，器質的変化をきたしていない可逆

的な脳血流低下域の描出，および治療による効果

の判定に，IMPは非侵襲的で反復検査可能であり，

とくに有用であると考えられた．

　最近わが国でも一部の施設でポジトロン核種を

用いた脳血流，代謝の研究が行われているが，サ

イクロトロンをはじめとする高額な設備を必要

とし，広く普及する検査法とはいいがたい．Single

photon核種を用いて非侵襲的に脳血流を得る方

法に133Xe吸入法lo）があるが，　IMPによる方法

は1231の物理学的性質から133Xe法に比して解像

力のよいイメージを得ることができる8）．しかし

ながらIMPの1231は124Te（P　2n）1231反応によ

り生成されており，高エネルギー成分を有する

1241の混人が避けられず，collimationに問題があ

る3・5・11）．background　subtraction　a）方法について

の報告5）もあるが一般的でなく，純粋な1231が得

られればさらに画質の向上が期待できる．

　IMPによる脳血流の定量化の試みについては

いくつか報告されており4・7・9），とくにKuhlら4・9）

は多検出器型SPECTにより脳血流定量を行’・て

いる．しかし検出器回転型SPECTでは感度の低

下は避けられず，今後多検出器型SPECTの導入

が望まれる．

IV．まとめ

　STA－MCA　anastomosis肯1∫後の脳血流評価に

1MPが有用であ・・た1例を報告した．非侵襲的

な新しい脳血流イメージ用製剤として1MPは広

く普及すると思われる．

　謝辞二IMPを提供してドさ・・たU本メジフィジック

ス社に感謝します．
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